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◆◆ ⅠⅠ 「晴れの国おかやま」の特長「晴れの国おかやま」の特長
１ 「晴れの国」の紹介

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

温暖で災害の少ない「晴れの国おかやま」温暖で災害の少ない「晴れの国おかやま」

【岡山県 位置】
■ 降水量１ミリ未満の日数が全国第１位の「晴れの国」
■ 地震発生件数は全国で３番目に少ない
■ 降水量１ミリ未満の日数が全国第１位の「晴れの国」
■ 地震発生件数は全国で３番目に少ない

【岡山県の位置】

■ 人口 １９５．７万人 （全国２１位）
■ 面積 ７，１１３Ｋ㎡ （全国１７位）
■ 人口 １９５．７万人 （全国２１位）
■ 面積 ７，１１３Ｋ㎡ （全国１７位）

◆ 降水量１ｍｍ未満日数 ２７５ ９日 （全国第１位）◆ 降水量１ｍｍ未満日数 ２７５ ９日 （全国第１位）
岡山県岡山県岡山県岡山県

■ 平成１７年度国勢調査では、中四国９県中、唯一人口増

◆ 降水量１ｍｍ未満日数 ２７５．９日 （全国第１位）
◆ 過去約８０年間に発生した震度４以上地震発生件数が全国

で３番目に少ない （1926.1～2009.8）

◆ 降水量１ｍｍ未満日数 ２７５．９日 （全国第１位）
◆ 過去約８０年間に発生した震度４以上地震発生件数が全国

で３番目に少ない （1926.1～2009.8）

⑫195.1万人→⑰195.7万人（＋６千人）
■ 2035年までの推計でも、 中四国で最も減少率が低い（△14.3％）

※全国第１２位（岡山より上位は、三大都市圏と福岡、沖縄のみ）
■ 平成２０年の人口移動率でも、中四国で最も減少率が低い

「白桃・ピオーネ・マスカット」の
生産量は日本一

「くだもの王国おかやま」
（△0.14％）

くだもの王国おかやま」

安定した人口基盤安定した人口基盤

岡山県岡山県－ １ －

安定した人口基盤安定した人口基盤



岡山県マスコット「ももっち」

◆◆ ⅠⅠ 「晴れの国おかやま」の特長「晴れの国おかやま」の特長
２ 発達した交通網

岡山県 ス ット ももっち」

交通の要衝、中四国のクロスポイント交通の要衝、中四国のクロスポイント

■ 高速道路網が縦横に通じ、面積１千ｋ㎡あたり延長は全国第５位（実延長７位）■ 高速道路網が縦横に通じ、面積１千ｋ㎡あたり延長は全国第５位（実延長７位）高速道路網 縦横 通 、面積 千 あ り延長 国第 位（実延長 位）

（①大阪府、②富山県、③香川県、④山口県、⑤岡山県）

（岡山ICからの２時間圏域には、大阪、広島、米子、高知まで含まれる）※圏域人口１，６４０万人、圏域ＧＤＰ９４兆円

■ JR岡山駅には８路線が乗り入れるなど、張り巡らされた鉄道網
（中四国の全ての県庁所在地へ乗換なしで行けるのは岡山のみ）

高速道路網 縦横 通 、面積 千 あ り延長 国第 位（実延長 位）

（①大阪府、②富山県、③香川県、④山口県、⑤岡山県）

（岡山ICからの２時間圏域には、大阪、広島、米子、高知まで含まれる）※圏域人口１，６４０万人、圏域ＧＤＰ９４兆円

■ JR岡山駅には８路線が乗り入れるなど、張り巡らされた鉄道網
（中四国の全ての県庁所在地へ乗換なしで行けるのは岡山のみ）

１３ １８の旅客数増加
（中 国の全ての県庁所在地 乗換なしで行けるのは岡山のみ）

■ 水島港は貨物取扱量が西日本第２位（全国第６位）
（①名古屋港、②千葉港、③横浜港、④北九州港、⑤苫小牧港、⑥水島港）

■ 地方空港では最長の3,000ｍ滑走路を有する岡山空港
※東京線増便や更なる国際線の開設に向けて 今年度中に駐機場を増設（６スポット→７スポット）

（中 国の全ての県庁所在地 乗換なしで行けるのは岡山のみ）

■ 水島港は貨物取扱量が西日本第２位（全国第６位）
（①名古屋港、②千葉港、③横浜港、④北九州港、⑤苫小牧港、⑥水島港）

■ 地方空港では最長の3,000ｍ滑走路を有する岡山空港
※東京線増便や更なる国際線の開設に向けて 今年度中に駐機場を増設（６スポット→７スポット）

Ｈ１３－１８の旅客数増加
率は地方空港トップ

（岡山156%、平均94%）

「岡山空港」

中四国のクロスポイント中四国のクロスポイント

※東京線増便や更なる国際線の開設に向けて、今年度中に駐機場を増設（６スポット→７スポット）※東京線増便や更なる国際線の開設に向けて、今年度中に駐機場を増設（６スポット→７スポット）

「岡山自動車道」

中四国のクロスポイント
としての優位性

中四国のクロスポイント
としての優位性

「岡山自動車道」
この地理的優位性が物流拠点施設の
集積につながっており、倉庫床面積は

中四国９県中第１位中四国９県中第１位

岡山県岡山県－ ２ －

【岡山ＩＣを起点とした２時間圏域】
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◆◆ ⅠⅠ 「晴れの国おかやま」の特長「晴れの国おかやま」の特長
３ おかやまの生活基盤

岡山県 ス ット ももっち」

岡山の発展を支える充実した生活基盤と人づくり岡山の発展を支える充実した生活基盤と人づくり

■ 国外からも注目される高い医療水準と充実した医療環境により、平均寿命は男女と
も全国平均を上回る

（人口１０万人当たりの医師数・歯科医師数は中四国９県で第２位（全国で第６位））

■ 美術館数が中四国９県で第１位（全国第６位）、県立図書館の入館者数・個人貸出

■ 国外からも注目される高い医療水準と充実した医療環境により、平均寿命は男女と
も全国平均を上回る

（人口１０万人当たりの医師数・歯科医師数は中四国９県で第２位（全国で第６位））

■ 美術館数が中四国９県で第１位（全国第６位）、県立図書館の入館者数・個人貸出数 数 貸
冊数とも４年連続全国第１位（都道府県立図書館）など、文教施設が充実

■ 多くの大学、短大が集積するなど、高等教育が充実
（人口１０万人当たりの大学・短大数は中四国９県で第１位（全国第５位））

数 数 貸
冊数とも４年連続全国第１位（都道府県立図書館）など、文教施設が充実

■ 多くの大学、短大が集積するなど、高等教育が充実
（人口１０万人当たりの大学・短大数は中四国９県で第１位（全国第５位）） V・プレミアムリーグ

で活躍中

近年、トップレベル
のスポーツチーム

も充実

「岡山大学」

「ドクターヘリ」 「岡山シーガルズ」

「湯郷ベル」

今期から
J2で活躍中

なでしこ

岡山県岡山県－ ３ －

「大原美術館」 「県立図書館」 「ファジアーノ岡山ＦＣ」
リーグで
活躍中
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◆◆ ⅠⅠ 「晴れの国おかやま」の特長「晴れの国おかやま」の特長
４ 岡山の産業構造

岡山県 ス ット ももっち」

多彩な企業集積と西日本最大規模のコンビナートが支える県内産業多彩な企業集積と西日本最大規模のコンビナートが支える県内産業

■■ 多彩な企業が集積する「ものづくり先進県多彩な企業が集積する「ものづくり先進県■■ 多彩な企業が集積する「ものづくり先進県」多彩な企業が集積する「ものづくり先進県」

■ 県内の有力・オンリーワン企業
倉敷紡績(株)

平成１８年度「県民経済計算（確報）」
平成１８暦年「国民経済計算」

全 高 製造業 割合全 高 製造業 割合

県内総生産の構成県内総生産の構成

・倉敷紡績(株)
・(株)クラレ
・サンワサプライ(株)
・(株)天満屋
・ナカシマプロペラ(株)

32.0 17.2 8.1 4.8 11.0 7.3 19.6岡山県

平成１８暦年「国民経済計算」

製造業 サービス業
卸売・
小売業

建設業

不動産業

運輸・通信業

その他

全国に比べ高い製造業の割合全国に比べ高い製造業の割合

( )
・ (株)林原生物化学研究所
・はるやま商事(株)
・ (株)ベネッセコーポレーション
・ (株) 山田養蜂場

20.7 20.7 13.1 6.1 11.5 6.4 21.5

0% 25% 50% 75% 100%

全国

製造業 サ ビス業 小売業
不動産業 その他

◆ 石油製品・石炭製品出荷額：全国第６位全国第６位
（①千葉県 ②神奈川県 ③山口県 ④大阪府

◆ 石油製品・石炭製品出荷額：全国第６位全国第６位
（①千葉県 ②神奈川県 ③山口県 ④大阪府

■■ 西日本最大規模のコンビナートが形成（水島地区）西日本最大規模のコンビナートが形成（水島地区） 「水島コンビナート」

石油化学（①千葉県、②神奈川県、③山口県、④大阪府、

⑤和歌山県、⑥岡山県 ）

◆ 鉄鋼出荷額：全国第６位全国第６位
（①愛知県、②兵庫県、③千葉県、④大阪府、

⑤広島県、⑥岡山県）

◆ 化学工業製品出荷額：全国第９位全国第９位

（①千葉県、②神奈川県、③山口県、④大阪府、

⑤和歌山県、⑥岡山県 ）

◆ 鉄鋼出荷額：全国第６位全国第６位
（①愛知県、②兵庫県、③千葉県、④大阪府、

⑤広島県、⑥岡山県）

◆ 化学工業製品出荷額：全国第９位全国第９位

■ 主な企業
ＪＦＥスチール、ジャパンエナジー、
新日本石油精製、三菱化学、
三菱自動車工業、旭化成ケミカルズ

石油化学

石油精製鉄 鋼

岡山県岡山県－ ４ －

◆ 化学工業製品出荷額：全国第９位全国第９位
◆ 輸送用機械器具出荷額：全国１１位全国１１位
◆ 化学工業製品出荷額：全国第９位全国第９位
◆ 輸送用機械器具出荷額：全国１１位全国１１位
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◆◆ ⅠⅠ 「晴れの国おかやま」の特長「晴れの国おかやま」の特長
５ 新たな産業の動き

岡山県 ス ット ももっち」

精密生産技術分野など新たな産業分野の発展精密生産技術分野など新たな産業分野の発展

■■ ミクロものづくり産業クラスタ の形成ミクロものづくり産業クラスタ の形成 岡山県の「ものづくり企業」の集積を生かした取組岡山県の「ものづくり企業」の集積を生かした取組■■ ミクロものづくり産業クラスターの形成ミクロものづくり産業クラスターの形成

■ 航空機、自動車関連高度部材や先端的なミクロ・ナノテク関連などの産業育成
■ 高い技術力を有する企業と産業支援機関等とのネットワークの強化
■ 産学官連携による研究開発の推進

■ 航空機、自動車関連高度部材や先端的なミクロ・ナノテク関連などの産業育成
■ 高い技術力を有する企業と産業支援機関等とのネットワークの強化
■ 産学官連携による研究開発の推進

岡山県の「ものづくり企業」の集積を生かした取組岡山県の「ものづくり企業」の集積を生かした取組

産学官連携 研究開発 推進産学官連携 研究開発 推進

■ 航空機分野の共同受注グループ「ウィングウィン岡山」設立

■ 冠動脈用高性能ステント、人工関節が国の先端医療開発特
区（ス パ 特区）に採択（Ｈ２０ １１）されるなど 革新的な

ミクロものづくり岡山
から生まれた新技
術 新製品の例区（スーパー特区）に採択（Ｈ２０．１１）されるなど、革新的な

新製品・新技術の開発

■■ ターゲットを絞った産業の育成ターゲットを絞った産業の育成
有効求人倍率は全国第６位

（①香川県・島根県、③徳島県、④東京都、福井県、⑥岡山県）

有効求人倍率の推移有効求人倍率の推移

術・新製品の例

■ ものづくり重点４分野＋IT・物流を加えた６分野を
ターゲットに「岡山版産業クラスター」の形成に
つながる産業振興を進める

■ ものづくり重点４分野＋IT・物流を加えた６分野を
ターゲットに「岡山版産業クラスター」の形成に
つながる産業振興を進める

1.03

1.39

1.25

1.37

1.1

1.3

1.5

岡山県

全国

有効求人倍率の推移有効求人倍率の推移

■ ものづくり重点４分野
・超精密生産技術 ･････････精密微細、高精度なものづくり

・医療・福祉・健康関連 ･･･医療、福祉機器、装具

・バイオ関連 ･･･バイオマスプラスチック、バイオエタノール

・環境関連 ･････リサイクル

0.98
1.06

0.54

0.42

0.77

1.02

03

0.5

0.7

0.9

全国を上回る水準をキープ

岡山県岡山県－ ５ －

・環境関連 ･････リサイクル 0.3
H17 H18 H19 H20 H21(8月)

～厚生労働省「統計調査別公表データ」～



◆◆ ⅡⅡ 岡山県の財政状況岡山県の財政状況
１ 普通会計決算の状況 （１）税収の推移と歳入構造の変化

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

歳入構造が大きく変化、国に依存しない体質へ歳入構造が大きく変化、国に依存しない体質へ

■ 自主財源比率は平成２０年度決算で引き続き５０％以上をキ プ■ 自主財源比率は平成２０年度決算で引き続き５０％以上をキ プ

9,000 100.0

■ 自主財源比率は平成２０年度決算で引き続き５０％以上をキープ
※Ｈ19決算と比較して、景気減速による税収減のため減少（△２％）

H19決算の自主財源比率（５４．９％）は全国第１６位（⑱１４位）

■ 自主財源比率は平成２０年度決算で引き続き５０％以上をキープ
※Ｈ19決算と比較して、景気減速による税収減のため減少（△２％）

H19決算の自主財源比率（５４．９％）は全国第１６位（⑱１４位）
（億円） （％）

1,353 1,339

1,289
1,306

8621,264 919

7,380 7,204
7,780 7,645

8,204
7,807

7,424

7,000

8,000

80.0

90.0

970
1,198

1,492
1,494

1,5001,807
1,857

2,0782,214

919

52.954.9
50.148.2

5,000

6,000

500

60.0

70.0

1,895 1,513 1,439
1,502 1,345

943

970
980931

1,5591,458
47.1

34.9
35.4

3,000

4,000

30.0

40.0

50.0

1,862 1,965 2,250

2,278 2,552 2,468

1,816

939 807

1,000

2,000

10.0

20.0

県税 その他自主財源

県債 地方交付税

その他依存財源 自主財源比率

0
H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

0.0
その他依存財源 自主財源比率

岡山県岡山県－ ６ －



◆◆ ⅡⅡ 岡山県の財政状況岡山県の財政状況
１ 普通会計決算の状況 （２）税収の構成比推移

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

個人県民税の割合が上昇するとともに、地方消費税等の割合も比較的高く、安定的な税収構造へ個人県民税の割合が上昇するとともに、地方消費税等の割合も比較的高く、安定的な税収構造へ

■ 平成１９年度以降 税源移譲により個人県民税が増加（⑱14 0%→⑳25 2%）■ 平成１９年度以降 税源移譲により個人県民税が増加（⑱14 0%→⑳25 2%）■ 平成１９年度以降、税源移譲により個人県民税が増加（⑱14.0%→⑳25.2%）
■ 全国平均と比べ、比較的景気に左右されにくい地方消費税、自動車税が高い割合

（２税目の合計：岡山県２５．５％、全国平均２３．２％）
■ 平成２０年度は法人二税が前年度△５．４％の減少

※平成２０年度は原油や原材料価格の高騰で企業収益が悪化し減少

■ 平成１９年度以降、税源移譲により個人県民税が増加（⑱14.0%→⑳25.2%）
■ 全国平均と比べ、比較的景気に左右されにくい地方消費税、自動車税が高い割合

（２税目の合計：岡山県２５．５％、全国平均２３．２％）
■ 平成２０年度は法人二税が前年度△５．４％の減少

※平成２０年度は原油や原材料価格の高騰で企業収益が悪化し減少

9.48.810.011.011.213.312.814.1

100%

県税収の構成比推移（普通会計ベース）県税収の構成比推移（普通会計ベース）
（％）

2552

3,000
法人二税 個人県民税 地方消費税

自 車税 軽油 税 他

（億円）
県税収の推移（普通会計ベース）県税収の推移（普通会計ベース）

14.3 14.415.7
15.1 14.0

12.6 12.3
10.9 11.112.7 11.9 11.3

9.7 9.3 8.2 7.5

13.8

9.4

5.1
14.1

80%

279 274218 212

209 184

262

251 250

254 218

1,816 1,862
1,965

2,250 2,278

2,552 2468

2,000

2,500

自動車税 軽油引取税 その他

377 375160
14.9 13.9

12.6 14.0 22.9 25.2
18.2

18.3 19.4

16.2 15.9
14.3

27.3

40%

60%

285 318
585

341 380

364 363

364 355

284
280

276

283 280

230 221
222

8

258 239
262

622

1,000

1,500

23.3
27.0 28.1

37.7 37.5
33.7 33.0

16.0 35.0

20%

法人二税 個人県民税 地方消費税

自動車税 軽油引取税 その他422 503 551
849 855 861 815

291 278 274

285
331

341

500

1,000

岡山県岡山県－ ７ －

0%

14 15 16 17 18 19 20
（年度）

0

14 15 16 17 18 19 20 （年度） 全国
平均



◆◆ ⅡⅡ 岡山県の財政状況岡山県の財政状況
１ 普通会計決算の状況 （３）歳出決算の推移

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

■ 社会保障関係費を含む「補助費等」を除き ほとんどの経費が減少■ 社会保障関係費を含む「補助費等」を除き ほとんどの経費が減少

歳出面では主な経費は軒並み減少歳出面では主な経費は軒並み減少

（億円）

■ 社会保障関係費を含む「補助費等」を除き、ほとんどの経費が減少
■ 特に普通建設事業費は大幅な減
■ 社会保障関係費を含む「補助費等」を除き、ほとんどの経費が減少
■ 特に普通建設事業費は大幅な減

主な経費の推移（H9を100にした場合）主な経費の推移（H9を100にした場合）性質別決算額の推移性質別決算額の推移

166.5

160

180

200
人件費 公債費
普通建設事業費 補助費等

7960 7985
8,310 8,343 8,365

8,110

10,000

その他の経費
投資的経費
義務的経費

（億円）

945

120

140

160

1,759 1,937
2,152 2,158 2,275

1,813
1,866 2,802

2,658

7,960 7,985
7,673 7,557

,

7,723
7,355 7,320

7148

8,000

90.8

94.5

60

80

100

2,351 2,188 2,190 2,182 2,120 1,896 1,831
1,514

1,432
1259

,
2,531 2,654

2643
6,000

43.4

0

20

40

3,850 3,860 3,968 4,003 3,970 3,964 3,860 3,794 3,633 3,565 3,524 3494

1,259 1,142 10114,000

岡山県岡山県

0

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

－ ８ －

2,000

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20（年度）
（年度）



◆◆ ⅡⅡ 岡山県の財政状況岡山県の財政状況
１ 普通会計決算の状況 （４）公債費、県債発行の推移

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

■ 平成１５年度が県債発行のピ ク■ 平成１５年度が県債発行のピ ク■ 平成１５年度が公債費のピ ク■ 平成１５年度が公債費のピ ク

公債費負担の大幅な改善と県債依存度の低下公債費負担の大幅な改善と県債依存度の低下

■ 平成１５年度が県債発行のピーク
■ 臨財債を除く通常分の県債発行額はピーク

のH8（1,515億円）の半分以下に減少

■ 平成１５年度が県債発行のピーク
■ 臨財債を除く通常分の県債発行額はピーク

のH8（1,515億円）の半分以下に減少

■ 平成１５年度が公債費のピーク
■ 臨財債を除く通常債の公債費は5年連続減少
■ H9～H19で公債費が減少したのはわずか

２県のみ（①熊本県、②岡山県）

■ 平成１５年度が公債費のピーク
■ 臨財債を除く通常債の公債費は5年連続減少
■ H9～H19で公債費が減少したのはわずか

２県のみ（①熊本県、②岡山県）

2,000
臨時財政対策債

通常分（臨財債を除く）

（億円）

1,400

（億円）
県債発行の推移県債発行の推移公債費の推移公債費の推移

118
233 4561,233

1118 1,153

1,322

1,457

1,559

1,198
1,239

1,500
1 2

7

1,264

1,2271,223

1,2581,270

1,232

1141

1,200

1,300 臨時財政対策債

通常分（臨財債を除く）

326

225 248
250

203

1,118 1,153

931 943 970 980
1,000

17

36

1227
58 86

1,1111,121
1141

1,073

1,0391050

1000

1,100

1,2391,233
1,1181,1531,2041,224

1,103

872

681 718 767 732

5001,1111,121

1,037

981 964

1,2271,264

1,124

1,2251,2681,2571,223

900

1,000

全国平均では、この期間で全国平均では、この期間で
公債費が約１ ４倍に増加公債費が約１ ４倍に増加

岡山県岡山県－ ９ －

0

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
（年度）800

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
（年度）

公債費が約１．４倍に増加公債費が約１．４倍に増加



◆◆ ⅡⅡ 岡山県の財政状況岡山県の財政状況
１ 普通会計決算の状況 （５）県債残高の推移

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

県債残高の残高水準は全国中位クラス県債残高の残高水準は全国中位クラス

■ 残高は標準財政規模の約３．１倍（Ｈ１９決算）（全国で少ない方から１９番目（⑱１５番目） ）
■ 県民一人当たりの県債残高は６３．２万円（Ｈ１９決算）（全国で少ない方から１７番目（⑱１７番目））
■ 残高は標準財政規模の約３．１倍（Ｈ１９決算）（全国で少ない方から１９番目（⑱１５番目） ）
■ 県民一人当たりの県債残高は６３．２万円（Ｈ１９決算）（全国で少ない方から１７番目（⑱１７番目））

（億円） 県債残高の推移県債残高の推移

11426
11,970 12,097 12,087 12,171 12,44412,312

14,000

16,000
臨時財政対策債

県債残高（臨財債を除く）

（億円） 県債残高 推移県債残高 推移

1,936
118

351 807 1,133 1,380 1,585 1,751
9,636 10,104 10,299 10,543 10,941 11,426

8000

10,000

12,000

臨時財政対策債を除いた臨時財政対策債を除いた

9,636
10,50810,58610,70710,96411,16311,07510,82310,54310,29910,104 10,561

4,000

6,000

8,000 臨時財政対策債を除いた
通常分は既に低減傾向

臨時財政対策債を除いた
通常分は既に低減傾向

0

2,000

4,000

岡山県岡山県－ １０ －

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 （年度）



◆◆ ⅡⅡ 岡山県の財政状況岡山県の財政状況
２ 財政健全化判断比率等

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

財政健全化判断比率等はすべての指標でクリア（平成２０年度決算）財政健全化判断比率等はすべての指標でクリア（平成２０年度決算）

 財政健全化判断比率等財政健全化判断比率等 財政健全化判断比率等財政健全化判断比率等

連結実質赤字比率実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
資金不足比率
（公営企業）

 財政健全化判断比率等財政健全化判断比率等 財政健全化判断比率等財政健全化判断比率等

年度 Ｈ２０年度 Ｈ１９年度 増減 Ｈ２０年度 Ｈ１９年度 増減 Ｈ２０年度 Ｈ１９年度 増減 Ｈ２０年度 Ｈ１９年度 増減 Ｈ２０年度 Ｈ１９年度 増減

岡山県 ー － － ー － － 14.8% 16.1% △1.3% 254.2% 253.3% 0.9% － － －

全国平均 ー － － ー － － 12 8% 135% △07% 219 3% 2223% △30% － － －全国平均 12.8% 13.5% △0.7% 219.3% 222.3% △3.0%

全国順位 ー － － ー － － 29位 36位 △7位 31位 33位 △2位 － － －

早期健全化基準

財政再生基準

3.75%

5%

8.75%

25%

25%

35%

400%

－

20%

－

経常収支比率 財政力指数

5% 25% 35%

 その他その他の財務指標の財務指標 その他その他の財務指標の財務指標
・実質公債費比率は、公債費の
減等により、前年度から減少

・実質公債費比率は、公債費の
減等により、前年度から減少 将来負担比率は、減収補てん債等

の増等により、前年度から微増
将来負担比率は、減収補てん債等
の増等により、前年度から微増

年度 Ｈ２０年度 Ｈ１９年度 増減 Ｈ２０年度 Ｈ１９年度 増減

岡山県 97.9% 99.5% △1.6% 0.571 0.535 0.036
全国平均 93 9% 947% △08% 0 564 0497 0067

経常収支比率 財政力指数

・経常収支比率は若干の改善
・財政力指数は、税収の増等により
・経常収支比率は若干の改善
・財政力指数は、税収の増等により全国平均 93.9% 94.7% △0.8% 0.564 0.497 0.067

全国順位 － 41位 － 17位 17位 －

岡山県岡山県－ １１ －

財政力指数は、税収 増等 より
５年連続上昇
財政力指数は、税収 増等 より
５年連続上昇



◆◆ ⅢⅢ 普通会計以外の状況普通会計以外の状況
１ 公営企業の状況 （１）公営企業会計（法適用）の決算状況等

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

公営企業の規模は比較的小さく、いずれも安定的な経営状況公営企業の規模は比較的小さく、いずれも安定的な経営状況

平成１９年４月１日に平成１９年４月１日に

（億円）

病院事業
工業用水道

事業
電気事業 ■電気事業

（水力発電 中国電力 売電）
■電気事業
（水力発電 中国電力 売電）

平成２０年度公営企業（法適用）決算平成２０年度公営企業（法適用）決算
平成１９年４月１日に
地方独立行政法人へ移行済

（単科の精神科病院）

平成１９年４月１日に
地方独立行政法人へ移行済

（単科の精神科病院）

Ｈ２０年度 Ｈ１９年度 増減 Ｈ２０年度 Ｈ１９年度 増減

事業収益 22 21 1 38 37 1

営業収益 20 20 0 35 36 △1

年度

事業

収

（水力発電→中国電力へ売電）（水力発電→中国電力へ売電）

■工業用水道事業
（主に水島工業地帯へ送水）
■工業用水道事業
（主に水島工業地帯へ送水）

営業収益 20 20 0 35 36 △ 1

事業費用 21 21 0 29 30 △ 1

営業費用 18 18 0 24 24 0

収支差引 1 0 1 9 7 2

資本的収入 0 15 △15 0 20 △20

益
的
収

支

安定した黒字資本的収入 0 15 △ 15 0 20 △ 20

資本的支出 9 28 △ 19 51 61 △ 10

収支差引 △ 9 △ 13 4 △ 51 △ 41 △ 10

資産の部 218 221 △ 3 538 537 1

資
本
的

収
支

安定した黒字
経営を継続

負債の部 5 4 1 16 16 0

資本の部 213 217 △ 4 522 521 1

自己資本金 110 107 3 209 201 8

借入資本金 81 86 △5 122 130 △8

貸
借
対
照

表

■ 「岡山県企業局中期
プラン」により、さらな
る経営の健全化、経8 86  5 30  8

剰余金 22 24 △ 2 191 190 1

岡山県岡山県－ １２ －

営基盤の強化



◆◆ ⅢⅢ 普通会計以外の状況普通会計以外の状況
１ 公営企業の状況 （２）公営企業会計（法非適用）の決算状況

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

企業債残高は普通会計に比べ小規模で減少傾向、実質収支の赤字事業はゼロ企業債残高は普通会計に比べ小規模で減少傾向、実質収支の赤字事業はゼロ

■ 企業債残高は約７５０億円（岡山県全体の起債残高１兆３ ４６４億円の約６％）■ 企業債残高は約７５０億円（岡山県全体の起債残高１兆３ ４６４億円の約６％）■ 企業債残高は約７５０億円（岡山県全体の起債残高１兆３，４６４億円の約６％）
■ 企業債残高は平成１６年度から５年連続減少
■ 企業債残高は約７５０億円（岡山県全体の起債残高１兆３，４６４億円の約６％）
■ 企業債残高は平成１６年度から５年連続減少

平成２０年度公営企業（法非適用）決算平成２０年度公営企業（法非適用）決算 公営企業（法非適用）債残高の推移公営企業（法非適用）債残高の推移

873
857

900 ５年連続減少５年連続減少

（億円）

事　業　名 歳入 歳出 形式収支 実質収支 地方債残高

市場事業

会　計　名
（億円）

839
857

821
803

769

800

市場事業

と畜事業

内陸工業団地及び流通業務団地
造成事業特別会計

宅地造成事業（その他） 20 20 0 0 148

公

営
（

法

県営食肉地方卸売市場特別会計 8214 14 0 0

750

700

造成事業特別会計

港湾整備事業

宅地造成事業（臨海）

企
業

会
計

非
適

用
）

港湾整備事業特別会計 4866 3981818

600

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０

流域下水道事業特別会計 流域下水道事業 111 74 37 36 111

－ 特定環境保全公共下水道事業 1 1 0 0 11
※一般会計に含まれる公営企業会計（法非適用）

計）

※

年度

岡山県岡山県－ １３ －

（年度）



◆◆ ⅢⅢ 普通会計以外の状況普通会計以外の状況
２ 外郭団体の状況 （１）地方三公社の決算状況

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

土地開発公社は黒字経営、住宅供給公社は平成２１年度末で解散予定土地開発公社は黒字経営、住宅供給公社は平成２１年度末で解散予定

長期保有土地の解消を推進長期保有土地の解消を推進

（億円）

道路公社住宅供給公社土地開発公社

平成２０年度地方三公社決算平成２０年度地方三公社決算
長期保有土地の解消を推進

（５年超保有土地 ⑫８７億円→⑳３５億円）
長期保有土地の解消を推進

（５年超保有土地 ⑫８７億円→⑳３５億円）

H20年度 H19年度 増減 H20年度 H19年度 増減

設立年月日

役員数

年度

昭和41年1月31日

８人（常勤３人）
（H21.4.1現在）

昭和48年5月1日

８人（常勤３人）
（H21.4.1現在）

会計基準の改正で、分譲資産を正
味売却価額で計上したことによる減

167 184 △ 17 60 95 △ 35

100 117 △ 17 90 92 △ 2

67 67 0 △ 30 3 △ 33

・平成１８年３月３１日解散
・解散時に残余財産分配
　約３０億円

貸
借
対
照

表

資産の部

負債の部

資本の部

0 0 0 △ 2 △ 1 △ 1

0 0 0 △ 33 △ 1 △ 32

損
益

計
算
書

経常損益

当期損益

【住宅供給 解散 向 組 】【住宅供給 解散 向 組 】【住宅供給公社解散に向けた取組状況】
・未売却土地については、地元市への一括売却や民間住宅事業者向けに販売促進中

・解散に伴い、現在の県貸付金７５億円の償還可能性も含め、１１月に清算の見通しと処理方法について公表予定

・県の財政負担が最小限となるよう公社と一体となって上記の資産処理を推進中

【住宅供給公社解散に向けた取組状況】
・未売却土地については、地元市への一括売却や民間住宅事業者向けに販売促進中

・解散に伴い、現在の県貸付金７５億円の償還可能性も含め、１１月に清算の見通しと処理方法について公表予定

・県の財政負担が最小限となるよう公社と一体となって上記の資産処理を推進中

岡山県岡山県－ １４ －



◆◆ ⅢⅢ 普通会計以外の状況普通会計以外の状況
２ 外郭団体の状況 （２）外郭団体の決算状況等

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

外郭団体についても、県として経営の健全化、統廃合を推進外郭団体についても、県として経営の健全化、統廃合を推進

自立化自立化 ２団体２団体自立化自立化 ２団体２団体

行財政構造改革大綱２００８行財政構造改革大綱２００８

平成２０年度外郭団体決算平成２０年度外郭団体決算
抜本的な見直し抜本的な見直し ５団体５団体抜本的な見直し抜本的な見直し ５団体５団体

（億円）

地方三公社 財団法人等 株式会社
合計

県関与の縮小県関与の縮小 ５団体５団体県関与の縮小県関与の縮小 ５団体５団体

統合統合 ２団体２団体統合統合 ２団体２団体

行財政構造改革大綱２００８行財政構造改革大綱２００８
Ｈ２０．１２月Ｈ２０．１２月策定策定

対象団体数 48団体 2団体 39団体 7団体
県出資額 109 1 96 11
当期収支差額 △ 4 △ 33 29 1
総資産 6,780 227 6,493 59
総負債 5931 191 5721 20

80
外郭団体数の推移外郭団体数の推移

その他その他 ２９団体２９団体その他その他 ２９団体２９団体

（団体数）

あり方検討あり方検討 １０団体１０団体あり方検討あり方検討 １０団体１０団体

※県補助事業等の廃止・縮小を検討

総負債 5,931 191 5,721 20
正味財産 848 37 772 39

※単純に四捨五入しているため、合計が合わない場合がある

40

60

80
今後最も見直しが

進んだ場合

H20H20比▲１５比▲１５

71 58 57 48 38
53

20

40

行革取組開始時 改訂大綱策定時
行財政改革大綱２００８

策定時

0

H9 H17 H19 H20 H21 H23以降

岡山県岡山県－ １５ －

（年度）



◆◆ ⅢⅢ 普通会計以外の状況普通会計以外の状況
２ 外郭団体の状況 （３）おかやまの森整備公社への単年度貸付

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

おかやまの森整備公社への単年度貸付についておかやまの森整備公社への単年度貸付について

公社の経営改革（Ｈ１６年度）公社の経営改革（Ｈ１６年度）公社の経営改革（Ｈ１６年度）公社の経営改革（Ｈ１６年度）

経営改革の目的

〈当時の状況〉 ・金融機関等の有利子負債で事業を実施し、４５年後の皆伐収入により返済する仕組みのため、公社の債務は累増
・皆伐の影響により、将来的な森林保全の点で懸念

〈経営改革の基本方針〉
■ 環境保全の観点から、皆伐から択伐に転換し、公益的機能の環境保全の観点から、皆伐から択伐に転換し、公益的機能の

高い森林整備を継続高い森林整備を継続
■ 職員の削減等、公社の経営を合理化職員の削減等、公社の経営を合理化
■ 短期貸付金の額は計画的に圧縮し、６６年間（分収造林契約の短期貸付金の額は計画的に圧縮し、６６年間（分収造林契約の

〈経営改革の基本方針〉
■ 環境保全の観点から、皆伐から択伐に転換し、公益的機能の環境保全の観点から、皆伐から択伐に転換し、公益的機能の

高い森林整備を継続高い森林整備を継続
■ 職員の削減等、公社の経営を合理化職員の削減等、公社の経営を合理化
■ 短期貸付金の額は計画的に圧縮し、６６年間（分収造林契約の短期貸付金の額は計画的に圧縮し、６６年間（分収造林契約の

公社の将来負担を軽減

＝

《《環境保全を重視した森林整備へ転換環境保全を重視した森林整備へ転換》》

■ 短期貸付金の額は計画的に圧縮し、６６年間（分収造林契約の短期貸付金の額は計画的に圧縮し、６６年間（分収造林契約の
期間）で完済期間）で完済

■ 法令の規定に違反しない形でスキームを構築法令の規定に違反しない形でスキームを構築

■ 短期貸付金の額は計画的に圧縮し、６６年間（分収造林契約の短期貸付金の額は計画的に圧縮し、６６年間（分収造林契約の
期間）で完済期間）で完済

■ 法令の規定に違反しない形でスキームを構築法令の規定に違反しない形でスキームを構築
公社の債務の累増防止

（改革前）
金融機関等からの有利子長期債務 ７０５億円

（改革後）
県からの短期無利子貸付金 ７０５億円

〈具体的な取扱い〉
■ 短期貸付金返済のスキームを含め、公社の経営改革についてはＨ１６年度に議会の承認を受けて実施
■ 毎年度、当初予算に短期貸付に係る所要額を計上し、公社と短期貸付契約を締結した上で貸付
■ 公社からは返済能力のある範囲内で年度内に返済され 残りについては １日だけ返済期限を超えて返済

〈具体的な取扱い〉
■ 短期貸付金返済のスキームを含め、公社の経営改革についてはＨ１６年度に議会の承認を受けて実施
■ 毎年度、当初予算に短期貸付に係る所要額を計上し、公社と短期貸付契約を締結した上で貸付
■ 公社からは返済能力のある範囲内で年度内に返済され 残りについては １日だけ返済期限を超えて返済

支払利息軽減効果支払利息軽減効果 ２４０億円２４０億円支払利息軽減効果支払利息軽減効果 ２４０億円２４０億円

■ 公社からは返済能力のある範囲内で年度内に返済され、残りについては、１日だけ返済期限を超えて返済
■ １日だけ遅延した分についても、違約金を別途徴収した上で、法令の規定に則り、出納整理期間内に処理（適法な会計処理）
■ 公社からは返済能力のある範囲内で年度内に返済され、残りについては、１日だけ返済期限を超えて返済
■ １日だけ遅延した分についても、違約金を別途徴収した上で、法令の規定に則り、出納整理期間内に処理（適法な会計処理）

〈今後 対応〉

《《貸付残高貸付残高》》 ７０５億円（Ｈ１６年度末） ６６０億円（Ｈ２０年度末）
計画通り圧縮中計画通り圧縮中計画通り圧縮中計画通り圧縮中

岡山県岡山県－ １６ －

〈今後の対応〉
■ 第三セクター等改革推進債の活用を含め、国の動向を見極めながら、より適切な手法を検討



◆◆ ⅢⅢ 普通会計以外の状況普通会計以外の状況
３ 債務負担行為の状況

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

債務負担行為の残高は起債残高と比べて小さく、財政運営上の不安定要素は小さい債務負担行為の残高は起債残高と比べて小さく、財政運営上の不安定要素は小さい

■ 支出の確定残高は、４９８億円（限度額３，７４８億円）
■ 債務保証、損失補償については、実際の残高は合計３８９億円で、

平成２１年度以降の支出予定額はゼロ

■ 支出の確定残高は、４９８億円（限度額３，７４８億円）
■ 債務保証、損失補償については、実際の残高は合計３８９億円で、

平成２１年度以降の支出予定額はゼロ

（単位：億円）

限度額 実際の残高 支出確定残高

平成２０年度末の状況平成２０年度末の状況

限度額 実際の残高 支出確定残高

　物件の購入 1,218 356 356

債務保証 950 94 0

※１ ※２

平成２１年度以降の支出
予定額はゼロ
平成２１年度以降の支出
予定額はゼロ

　債務保証 950 94 0

　損失補償 1,229 294 0

　その他（元利償還助成等） 351 142 142

合　　計 3,748 886 498

※１　実契約に基づくものの残高

※２　「実際の残高」のうち、H2１以降の支出が確定しているもの

岡山県岡山県－ １７ －



◆◆ ⅢⅢ 普通会計以外の状況普通会計以外の状況
４ バランスシート

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

連単倍率は約１．２倍、ほとんどが普通会計連単倍率は約１．２倍、ほとんどが普通会計

■ 普通会計ベースのバランスシートは平成１２年度決算から作成
■ 連結ベースのバランスシートは平成１６年度決算から作成
■ 普通会計ベースのバランスシートは平成１２年度決算から作成
■ 連結ベースのバランスシートは平成１６年度決算から作成

【【連結対象（平成連結対象（平成１９年度１９年度））】】【【連結対象（平成連結対象（平成１９年度１９年度））】】 【【平成平成１９年度１９年度連結バランスシ ト連結バランスシ ト】】【【平成平成１９年度１９年度連結バランスシ ト連結バランスシ ト】】

■■ 負債負債 １兆７，１２９億円１兆７，１２９億円
（対前年度（対前年度２．１％２．１％））

■■ 資産資産 ３兆１，５０８億円３兆１，５０８億円
（対前年度（対前年度▲３．０％▲３．０％））

【【連結対象（平成連結対象（平成１９年度１９年度））】】【【連結対象（平成連結対象（平成１９年度１９年度））】】 【【平成平成１９年度１９年度連結バランスシート連結バランスシート】】【【平成平成１９年度１９年度連結バランスシート連結バランスシート】】

固定負債 １兆６，０２４億円
有形固定資産 ２兆７，５２６億円

■地方公共団体 ２兆６，３２５億円

■地方公共団体 １兆５，２００億円
■関係団体 ８２４億円

■■ 普普 通通 会会 計計

■■ 公営企業会計公営企業会計（（９９事業事業））

■■ 資産・負債差額資産・負債差額 １兆４，３７９億円１兆４，３７９億円
投資等 ２ ９７９億円

流動負債 １，１０４億円

うち普通会計 ２兆４，６２０億円
うち公営事業会計 １，７０５億円

■関係団体 １，２０１億円■■ 地方三公社（２団体）地方三公社（２団体）

■■ 一部事務組合（１団体）一部事務組合（１団体） ■■ 資産 負債差額資産 負債差額 １兆４，３７９億円１兆４，３７９億円
（対前年度（対前年度▲８．５％▲８．５％））

投資等 ２，９７９億円

流動資産 １，００４億円
■一般財源その他 ６，４９９億円
■国庫支出金 ６ ９３２億円

■■ 一部事務組合（１団体）一部事務組合（１団体）

県出資比率
２５％以上
県出資比率
２５％以上

■■ 地方地方独立行政法人（独立行政法人（２２団体団体））

岡山県岡山県－ １８ －

流動資産 ，００ 億円 ■国庫支出金 ６，９３２億円

■■ 第三セクター（第三セクター（３２団体３２団体））
２５％以上２５％以上



◆◆ ⅣⅣ 行財政改革の取組行財政改革の取組
１ これまでの行財政改革の取組

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

これまでの行財政改革により財政健全化の取組を強化これまでの行財政改革により財政健全化の取組を強化

これまでの行革の主な内容
行財政改革大綱（平成９年１１月策定）行財政改革大綱（平成９年１１月策定）

第２次行財政改革大綱（平成１１年１１月策定）第２次行財政改革大綱（平成１１年１１月策定）

これまでの行革の主な内容

事務事業等の
削減

定数削減
大規模建設
事業の凍結

第３次行財政改革大綱（平成１５年１１月策定）第３次行財政改革大綱（平成１５年１１月策定）

１６年度の地方交付税等の大幅削減

事業の凍結

地方振興局
の再編

権限移譲
の推進

審議会の

外郭団体
の見直し

公共事業の
削減

１６年度の地方交付税等の大幅削減

新地方行革指針（総務省平成17年3月29日）

民間委託
の推進

人件費の
独自カット

審議会の
見直し

■ 第３次行財政改革大綱の見直しにより、財政健全化の取組を強化（平成17年12月）

１ 推進期間
■ 平成１６～２１年度
（改訂前：平成１６～２０年度）

２ 総定員の
見直し

３ 民間委託

■ 新地方行革指針に掲げられている ４．６％ を
上回る ５．６％ (1,400人) 程度の純減を図る。

■ 民間委託の取組の一層の推進
■ 事務事業全般の総点検を実施し 平成18年度

４ 持続可能で
効率的・ 効
果的な財政
運営の推進

■公共事業に係る地方負担額の削減
■一般行政施策費の削減
■内部管理経費の削減
■人件費の削減

岡山県岡山県－ １９ －

の推進
■ 事務事業全般の総点検を実施し、平成18年度

中に民間委託に係る具体的な計画を策定



岡山県マスコット「ももっち」

◆◆ ⅣⅣ 行財政改革の取組行財政改革の取組
２ 行財政改革の成果

岡山県 ス ット ももっち」

全国に先駆け、３次にわたる行革、着実な成果全国に先駆け、３次にわたる行革、着実な成果

般 政 定 削減数 全 第 位般 政 定 削減数 全 第 位■ 一般行政職員の定員削減数（Ｈ９－Ｈ２０：△１，０４９人 △１９．２％）は全国第９位
（①東京都、②神奈川県、③愛知県、 ④青森県、⑤高知県、⑥広島県、⑦大阪府、⑧秋田県、⑨岡山県）

■ 投資事業の削減により県債発行を抑制
（大規模な施設建設事業は一旦凍結し、大規模施設建設事業評価システムを導入）

■ 一般行政職員の定員削減数（Ｈ９－Ｈ２０：△１，０４９人 △１９．２％）は全国第９位
（①東京都、②神奈川県、③愛知県、 ④青森県、⑤高知県、⑥広島県、⑦大阪府、⑧秋田県、⑨岡山県）

■ 投資事業の削減により県債発行を抑制
（大規模な施設建設事業は一旦凍結し、大規模施設建設事業評価システムを導入）

2,500

普通建設事業費の推移普通建設事業費の推移

1058 1051 1033 1028 1033

1,200

（億円）

5500

（人）

定員の推移（一般行政職員）定員の推移（一般行政職員） 公債費の推移 （H20.5.29での見込み）公債費の推移 （H20.5.29での見込み）（億円）

2,110
1,500

2,000
86 103 120 132 146 157 165 165 176 187

1,058 1,051 1,033 1,028 1,033 1,019 1,005 988 975 992
9361,000

5,387
5,468

5,000

5,500

1338

1,463

1,824

1,890

2,102

1,938

2,103
2,321

1,000

1,500

972 948 913 896 887 862 840 823 799 805

198

600

800

4,832
4,863

4,943

5,020
5,166

5,301

5,387

4,500

5,000

1,105

1,211

1,338

1,007
0

500

862 840 823 799 805
738

400

600
臨時財政対策債

通常分（臨財債除き）4,419
4,534

4,747
,

4,619

4,000

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 年度 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30（年度）

岡山県岡山県－ ２０ －

(年度）
9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 (年度）



◆◆ ⅣⅣ 行財政改革の取組行財政改革の取組
３ 交付税ショックによる影響 （１）全国的な状況

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

行革のさなか、交付税ショックにより一般財源が激減行革のさなか、交付税ショックにより一般財源が激減

地方一般財源総額の推移地方一般財源総額の推移 財源不足額等の推移（全国）財源不足額等の推移（全国）

584
58

60
一般財源総額

（兆円）
地方 般財源総額の推移地方 般財源総額の推移

11.6

12.2

11.1
12.8

10.0 13.0

（兆円） （兆円）
財源不足額等の推移（全国）財源不足額等の推移（全国）

58.4

56.8

55.6
56.5

55.655.8
54

56
三位一体
の改革

6.7 7.2

7.8
7.55.0 11.0

財源不足額（左軸）

社会保障関係経費（右軸）

２．６兆円の削減２．６兆円の削減

54
H15 H16 H17 H18 H19 H20

資料：全国知事会『地方財政の展望と地方消費税特別委員会』（H20.7.16）から抜粋

（年度）

地方交付税の推移地方交付税の推移
財源調整用基金残高の推移（全国）財源調整用基金残高の推移（全国）

0.0

H20 H21 H22 H23

9.0

社会保障関係経費（右軸）

（年度）

実質的な地方交付税（臨時財政対策債含む）
H15:２３．９兆円 → H20:１８．２兆円

▲５．７兆円▲５．７兆円 4.1
4.0

6.0
（兆円）

財源調整用基金残高の推移（全国）財源調整用基金残高の推移（全国）

地方交付税の財源保障機能と財源調整機能は大幅に
弱体化 地域間格差が拡大し 地方財政の疲弊を助長地域間格差が拡大し 地方財政の疲弊を助長
地方交付税の財源保障機能と財源調整機能は大幅に
弱体化 地域間格差が拡大し 地方財政の疲弊を助長地域間格差が拡大し 地方財政の疲弊を助長

1.8

0.3

2.0

▲2.9

H23には
枯渇

この結果

岡山県岡山県－ ２１ －

弱体化、地域間格差が拡大し、地方財政の疲弊を助長地域間格差が拡大し、地方財政の疲弊を助長弱体化、地域間格差が拡大し、地方財政の疲弊を助長地域間格差が拡大し、地方財政の疲弊を助長
0.0

H20 H21 H22 H23

2.9

（年度）



◆◆ ⅣⅣ 行財政改革の取組行財政改革の取組
３ 交付税ショックによる影響 （２）本県の状況

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

県では交付税ショック以降、約１，５００億円規模（累積）で一般財源が激減県では交付税ショック以降、約１，５００億円規模（累積）で一般財源が激減

地方税・地方交付税等の総額の推移（決算ベース）地方税・地方交付税等の総額の推移（決算ベース）

261 289
4,003

4,396
4,148

4,0513,9894,307
5,000

6,000

地方税・地方交付税等の総額の推移（決算ベ ス）地方税・地方交付税等の総額の推移（決算ベ ス）

地方税

▲▲248248 ▲▲8989 ▲▲393393 ▲▲407407 ▲▲345345

（億円）

交付税
ショック

1,862
2,250

2,278 2,291 2,334

261 289

1,965

2,000

3,000

4,000
地方税

地方交付税等
税源移譲分

※補助金改革で相殺

▲▲３５１億円３５１億円▲▲３５１億円３５１億円

2,534 2,183 2,057 1,725 1,698 1,717

0

1,000

H15 H16 H17 H18 H19 H20

地方交付税等 地方税

（当初予算）

＜岡山県の収支の推移【粗い長期試算】＞（H20 8 12）＜岡山県の収支の推移【粗い長期試算】＞（H20 8 12）

△ 100

0

100

収支（名目成長率０％） 財政健全化基準 財政再生基準

約１６０億円

（億円）

※H20数値を基に算出

＜岡山県の収支の推移【粗い長期試算】＞（H20.8.12）＜岡山県の収支の推移【粗い長期試算】＞（H20.8.12）

▲ 361 ▲ 353 ▲ 354

▲ 450 ▲ 450 ▲ 430 ▲ 420 ▲ 420 ▲ 420
▲ 390 ▲ 360

△ 400

△ 300

△ 200
約１６０億円

約２１０億円

岡山県岡山県－ ２２ －

△ 500

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 （年度）



◆◆ ⅣⅣ 行財政改革の取組行財政改革の取組
４ 財政構造改革への取組

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

行財政改革の総仕上げ、持続可能な財政構造の確立へ行財政改革の総仕上げ、持続可能な財政構造の確立へ

持続可能な財政運営のための『『５つの目標５つの目標』』

① 歳入に見合った歳出規模へ転換します。

② プライマリーバランス（元金ベース）の黒

●● 収入にあわせた予算を組みます収入にあわせた予算を組みます

●● 県債残高をこれ以上増やしません県債残高をこれ以上増やしません

持続可能な財政運営のための『『５つの目標５つの目標』』

② ライ リ ラン （元金 ）の黒
字を維持していきます。

③ 柔軟でスリムな組織で効率的・効果的
な業務を行います。

④ 臨時的な歳入対策に頼らない健全な財

●● 県債残高をこれ以上増やしません県債残高をこれ以上増やしません

●● 同規模県と比較して最もスリムな同規模県と比較して最もスリムな
体制を目指します体制を目指します

●● 行革推進債などの緊急避難的な行革推進債などの緊急避難的な

一般行政部門
3,600人体制
（H25.4.1）

④ 臨時的な歳入対策に頼らない健全な財
政運営を行います。

⑤ 以上、すべての改革を平成２４年度 まで
に達成します。

●● 行革推進債などの緊急避難的な行革推進債などの緊急避難的な
対策による財政運営と決別します対策による財政運営と決別します

●● 今後、４年間で改革の総仕上げを今後、４年間で改革の総仕上げを
行います行います

約１３８億円約１３８億円約１３８億円約１３８億円
総額総額 約３９６億円約３９６億円

ⅠⅠ 人件費・内部管理人件費・内部管理
経費の削減経費の削減

行財政構造改革大綱２００８の取組内容

給料の
平均７.４%カット

（H20.12.22策定）

◆◆独自の給与カット独自の給与カット
約１２０億円約１２０億円

約１４０億円約１４０億円約１４０億円約１４０億円

約１１８億円約１１８億円約１１８億円約１１８億円
（Ｈ２４まで）

経費の削減経費の削減

ⅡⅡ 歳入の確保歳入の確保

など

岡山県岡山県－ ２３ －

（臨時的な措置）
約１１８億円約１１８億円約１１８億円約１１８億円

ⅢⅢ 行政経費の削減行政経費の削減



◆◆ ⅣⅣ 行財政改革の取組行財政改革の取組
５ 生まれ変わる県財政

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

持続可能な財政構造への転換持続可能な財政構造への転換

改革前の収支見通し(H20 8 12）

△100
0

100
200

収支（名目成長率０％）

（億円）
改革前の収支見通し(H20.8.12）

▲ 361▲ 353
▲ 430▲ 420▲ 420▲ 420▲ 390▲ 360▲ 354

▲ 450▲ 450

△ 500
△ 400
△ 300
△ 200
△ 100

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
（年度）

（億円）
改革後の収支見通し改革後の収支見通し（（H21.2.13H21.2.13））

財政構造改革反映財政構造改革反映財政構造改革反映財政構造改革反映

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

▲13

70

▲ 10

4010100

▲30

37

△ 100

0

100

200
改革反映後

▲ 13
▲ 86

▲ 30

△500

△ 400

△ 300

△ 200 持続可能な財政構造
へ転換！！

持続可能な財政構造
へ転換！！

△ 500

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

岡山県岡山県－ ２４ －

（年度）



◆◆ ⅤⅤ 平成２１年度当初予算平成２１年度当初予算
１１ 予算の概要予算の概要

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

行財政改革大綱２００８に基づく取組を着実に反映行財政改革大綱２００８に基づく取組を着実に反映

■ 『『行財政構造改革大綱２００８行財政構造改革大綱２００８』』を着実に予算 反映を着実に予算 反映■ 『『行財政構造改革大綱２００８行財政構造改革大綱２００８』』を着実に予算 反映を着実に予算 反映 平成２１年度当初予算の規模平成２１年度当初予算の規模■ 『『行財政構造改革大綱２００８行財政構造改革大綱２００８』』を着実に予算へ反映を着実に予算へ反映
■ 「選択と集中」により、本県の発展にとって必要性・緊

急性の高い施策については戦略的・重点的に推進

■ 『『行財政構造改革大綱２００８行財政構造改革大綱２００８』』を着実に予算へ反映を着実に予算へ反映
■ 「選択と集中」により、本県の発展にとって必要性・緊

急性の高い施策については戦略的・重点的に推進

1.2%

特別会計特別会計(18(18会計）会計）
3,0073,007億円億円

企業会計（企業会計（22会計）会計）
120120億円億円

平成２１年度当初予算の規模平成２１年度当初予算の規模

行財政改革大綱２００８による取組効果（単年度）行財政改革大綱２００８による取組効果（単年度）

● 定数削減 １３億円

30.9%
67.9%

一般会計一般会計
6,6186,618億円億円

（対前年比△３．２％）

全会計全会計

9,7469,746億円億円
※一般財源ベース

● 定数削減 １３億円
● 手当等の見直し １５億円
● 運営費の削減 ２６億円
● 公債費の削減 ３億円
● 歳入確保 億 当初予算の推移当初予算の推移

9,000

平成１３年度がピ ク平成１３年度がピ ク

（億円）

● 歳入確保 １４億円
● 退職手当債 ４億円
● 一般施策等の削減 ６６億円
● 公の施設の見直し ３億円

当初予算の推移当初予算の推移

8,000

平成１３年度がピーク平成１３年度がピーク

行財政改革大綱２００８

● 公の施設の見直し ３億円
● 独自の給与カット １１９億円

7,780 7,921 8,015
8,214 8,253

7,726 7,713
7,350

7,188
6,951 6,942 6,839

6,618
6,000

7,000

１次大綱１次大綱 ２次大綱２次大綱 ３次大綱３次大綱

合 計 ２６３億円

岡山県岡山県－ ２５ －

5,000

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21（年度）

１次大綱１次大綱 ２次大綱２次大綱 ３次大綱３次大綱



◆◆ ⅤⅤ 平成２１年度当初予算平成２１年度当初予算
２２ 予算の内容予算の内容

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

県債発行を抑制、義務的経費は減少県債発行を抑制、義務的経費は減少

【歳入予算の内訳】【歳入予算の内訳】 【歳出予算の内訳】【歳出予算の内訳】

■ 人件費の抑制 （前年度△１１３億円）
（２，３６８億円・H20→２，２５５億円・H21）

■ 投資的経費の抑制 （前年度△１９０億円）

■ 県債発行の抑制（前年度△１３９億円）※臨時財政対策債を除く

（６６５億円・H20→５２６億円・H21、減少率２０．９％は全国１位）
■ 県税は△116億円減少

【歳入予算の内訳】【歳入予算の内訳】 【歳出予算の内訳】【歳出予算の内訳】

■ 投資的経費の抑制 （前年度 億円）
（１，０６９億円・H20→８７９億円・H21 ）

■ 義務的経費は減少
（５１．７％・H20→５１．３％・H21 ）

■ 県税は 116億円減少
（２，３６８億円・H２０→２，２５２億円・H２１）

■ 自主財源比率は減少
（５２．９％・H２０→４７．３％・H21 ）

その他その他 義務的経費（５１ ３％）義務的経費（５１ ３％）
自主財源（４７．３％）自主財源（４７．３％）

7.8% 人件費人件費
補助費等補助費等

その他その他

2,255億円
1 826億円

519億円

義務的経費（５１．３％）義務的経費（５１．３％）

23.8%
県税県税

地方交付税地方交付税

2 252億円

1,576億円

34.1%
27.6%

公債費公債費
投資的経費投資的経費

1,037億円879億円

1,826億円
34.0%

15.5%

5.5%その他その他国庫支出金国庫支出金

県債県債
2,252億円

516億円699億円

1,026億円

15.7%
1.5%

13.3%

扶助費扶助費

, 億円

102億円

879億円
10.6% 2.8% 7.8%

地方消費税地方消費税
清算金清算金

362億円
うち 臨時財政対策債５００億円うち 臨時財政対策債５００億円

岡山県岡山県－ ２６ －

扶助費扶助費 0 億円
地方譲与税等地方譲与税等

187億円

うち、臨時財政対策債５００億円
行革推進債の発行はゼロ
うち、臨時財政対策債５００億円
行革推進債の発行はゼロ



◆◆ ⅥⅥ 補正予算（６月・９月）補正予算（６月・９月）

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

経済危機への対応のため、今年度、総額約５６０億円の補正予算を編成経済危機への対応のため、今年度、総額約５６０億円の補正予算を編成

Ⅰ 直面する厳しい経済・雇用情勢への対応 （７０億４，８７４万円）Ⅰ 直面する厳しい経済・雇用情勢への対応 （７０億４，８７４万円）

（１）（１） 雇用創出等雇用創出等 （５６億５，８７５万円）（５６億５，８７５万円）
・現下の厳しい景気減速の影響を受けた離職者等の雇用機会の一層の創出、就業機会を拡大するための職業訓練の充実に
資する事業を実施

（２）（２） 生活支援生活支援 （（１３億８，９９９万円１３億８，９９９万円））
現下の厳しい景気状況を踏まえた低所得者等に対するセ フテ ネ トの構築 消費者行政の強化に資する事業を実施

（１）（１） 雇用創出等雇用創出等 （５６億５，８７５万円）（５６億５，８７５万円）
・現下の厳しい景気減速の影響を受けた離職者等の雇用機会の一層の創出、就業機会を拡大するための職業訓練の充実に
資する事業を実施

（２）（２） 生活支援生活支援 （（１３億８，９９９万円１３億８，９９９万円））
現下の厳しい景気状況を踏まえた低所得者等に対するセ フテ ネ トの構築 消費者行政の強化に資する事業を実施・現下の厳しい景気状況を踏まえた低所得者等に対するセーフティネットの構築、消費者行政の強化に資する事業を実施・現下の厳しい景気状況を踏まえた低所得者等に対するセーフティネットの構築、消費者行政の強化に資する事業を実施

（３）（３） 地球温暖化対策地球温暖化対策 （２２億３，４１２万円）（２２億３，４１２万円）
・「晴れの国おかやま」にふさわしい太陽光発電の普及など地球温暖化対策を推進

（３）（３） 地球温暖化対策地球温暖化対策 （２２億３，４１２万円）（２２億３，４１２万円）
・「晴れの国おかやま」にふさわしい太陽光発電の普及など地球温暖化対策を推進

Ⅱ 将来の発展に向けた重点投資 （１０５億 ４４７万円）Ⅱ 将来の発展に向けた重点投資 （１０５億 ４４７万円）

晴れの国おかやま」にふさわしい太陽光発電の普及など地球温暖化対策を推進
（４）（４） 快適なＩＴ社会の実現快適なＩＴ社会の実現 （７億４，６４５万円）（７億４，６４５万円）

・デジタル・ディバイドの解消等、県民が快適に活用できるＩＴ環境の整備等を実施
（５）（５） 持続可能な農林水産業づくり持続可能な農林水産業づくり （３７億６，０６４万円）（３７億６，０６４万円）

・将来を見据え、社会環境の変化に対応した農林水産業の振興に資する事業を実施
（６）（６） 教育 子育て支援の強化教育 子育て支援の強化 （３７億１ ２９７万円）（３７億１ ２９７万円）

晴れの国おかやま」にふさわしい太陽光発電の普及など地球温暖化対策を推進
（４）（４） 快適なＩＴ社会の実現快適なＩＴ社会の実現 （７億４，６４５万円）（７億４，６４５万円）

・デジタル・ディバイドの解消等、県民が快適に活用できるＩＴ環境の整備等を実施
（５）（５） 持続可能な農林水産業づくり持続可能な農林水産業づくり （３７億６，０６４万円）（３７億６，０６４万円）

・将来を見据え、社会環境の変化に対応した農林水産業の振興に資する事業を実施
（６）（６） 教育 子育て支援の強化教育 子育て支援の強化 （３７億１ ２９７万円）（３７億１ ２９７万円）（６）（６） 教育・子育て支援の強化教育・子育て支援の強化 （３７億１，２９７万円）（３７億１，２９７万円）

・安心して子どもを生み育てる環境をつくるとともに、子どもが教育を受ける環境を向上させるための事業を実施
（７）（７） 観光・産業の振興観光・産業の振興 （５，０２９万円）（５，０２９万円）

・将来の発展に向け、国内外でのタイムリーな観光客誘致事業を実施するとともに、ものづくり技術を活かした中小企業等が
行う研究開発・実証実験等を支援

（６）（６） 教育・子育て支援の強化教育・子育て支援の強化 （３７億１，２９７万円）（３７億１，２９７万円）
・安心して子どもを生み育てる環境をつくるとともに、子どもが教育を受ける環境を向上させるための事業を実施

（７）（７） 観光・産業の振興観光・産業の振興 （５，０２９万円）（５，０２９万円）
・将来の発展に向け、国内外でのタイムリーな観光客誘致事業を実施するとともに、ものづくり技術を活かした中小企業等が

行う研究開発・実証実験等を支援

（８）（８） 安全で安心して暮らすための地域社会の構築安全で安心して暮らすための地域社会の構築 （２１４億４，７６１万円）（２１４億４，７６１万円）
・地域社会の安全・安心を確保するため、福祉・医療の充実等のための事業を実施

（９）（９） 安全・安心の確保のための公共施設等の整備安全・安心の確保のための公共施設等の整備 （６９億（６９億 ５４５万円）５４５万円）

（８）（８） 安全で安心して暮らすための地域社会の構築安全で安心して暮らすための地域社会の構築 （２１４億４，７６１万円）（２１４億４，７６１万円）
・地域社会の安全・安心を確保するため、福祉・医療の充実等のための事業を実施

（９）（９） 安全・安心の確保のための公共施設等の整備安全・安心の確保のための公共施設等の整備 （６９億（６９億 ５４５万円）５４５万円）

Ⅲ 安心して暮らせる岡山実現のための施策 （２８３億５，３０６万円）Ⅲ 安心して暮らせる岡山実現のための施策 （２８３億５，３０６万円）

岡山県岡山県－ ２７ －

（９）（９） 安全・安心の確保のための公共施設等の整備安全・安心の確保のための公共施設等の整備 （６９億（６９億 ５４５万円）５４５万円）
・県民の日常生活の安全・安心、暮らしの豊かさを確保するため、社会生活基盤の耐震化・予防保全を実施

（９）（９） 安全・安心の確保のための公共施設等の整備安全・安心の確保のための公共施設等の整備 （６９億（６９億 ５４５万円）５４５万円）
・県民の日常生活の安全・安心、暮らしの豊かさを確保するため、社会生活基盤の耐震化・予防保全を実施



◆◆ ⅦⅦ これからの取組内容これからの取組内容
１ 歳入確保の取組 （１）県税の収入率の向上

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

県税の収入率９８．０％以上の達成に向けて県税の収入率９８．０％以上の達成に向けて

持続可能な財政構造の確立を目指し 岡山県自らの努力による歳入確保策に積極的に取り組む持続可能な財政構造の確立を目指し 岡山県自らの努力による歳入確保策に積極的に取り組む持続可能な財政構造の確立を目指し、岡山県自らの努力による歳入確保策に積極的に取り組む持続可能な財政構造の確立を目指し、岡山県自らの努力による歳入確保策に積極的に取り組む

980

（億円） （％）
県税収入率・滞納額の推移県税収入率・滞納額の推移

 個人県民税の収入率の向上 個人県民税の収入率の向上

２０億円の
自主財源増

収入率向上への取組収入率向上への取組

96.996.8 96.7 96.7 96.696.1 96.1 96.2 96.897.0
98.0

93.4
92.3 92.1 91.8 91.891.5 91.2 91.2 91.8

92.5

97.3 97.1

93.9
94.6100

120 100.0  個人県民税の収入率の向上 個人県民税の収入率の向上

岡山県滞納整理推進機構の設置（H21.4.1）
県職員と市町村職員が合同で、個人住民税（個人県民税及び
個人市町村民税）滞納の困難事案について滞納整理を推進

【H21年度実績】

岡山県滞納整理推進機構の設置（H21.4.1）
県職員と市町村職員が合同で、個人住民税（個人県民税及び
個人市町村民税）滞納の困難事案について滞納整理を推進

【H21年度実績】

61 62 63
69

63
68 68

64
60

66
7070

80

90.0

 新たな手法導入 新たな手法導入
順位 団体名 20年度

【H21年度実績】
・滞納額６３０百万円のうち２１百万円を徴収
・その他、アナウンス効果による自主納付等１１百万円

【H21年度実績】
・滞納額６３０百万円のうち２１百万円を徴収
・その他、アナウンス効果による自主納付等１１百万円

38

37 38 38 44 38 43 43 46
41 37

35
32

40

60 80.0

 滞納処分の迅速化 滞納処分の迅速化

 税務職員の人員確保 税務職員の人員確保

順位 団体名 20年度

1 島根県 98.4

2 新潟県 98.1

3 鳥取県 97.9

4 京都府 97.9

5 福島県 97.8

6 富山県 978

・差押え財産の捜索に警察OBを採用
・重点的に自動車を差押え
・差押え財産の捜索に警察OBを採用
・重点的に自動車を差押え

24 24 25 25 25 25 25 24 23 23

31
38

20

70.0

個人県民税滞納額 その他滞納額
県税収入率 個人県民税収入率

 税務職員の人員確保 税務職員の人員確保

達成後、全国順位は達成後、全国順位は
ププ

6 富山県 97.8

7 香川県 97.8

8 山形県 97.8

9 愛知県 97.7

10 徳島県 97.7

………

 税務職員の意識改革 税務職員の意識改革

岡山県岡山県－ ２８ －

0

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 24

60.0
（年度）

トップクラスにトップクラスに 20 岡山県 97.1

………



◆◆ ⅦⅦ これからの取組内容これからの取組内容
１ 歳入確保の取組 （２）県有財産の有効活用等

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

県有財産を有効活用し、さらなる歳入を確保県有財産を有効活用し、さらなる歳入を確保

 県有施設内の自動販売機 売店・食堂等の設置に係る県有施設内の自動販売機 売店・食堂等の設置に係る 県有施設内の自動販売機 売店・食堂等の設置に係る県有施設内の自動販売機 売店・食堂等の設置に係る 県有施設内の自動販売機、売店 食堂等の設置に係る県有施設内の自動販売機、売店 食堂等の設置に係る
入札による納付金制度の導入入札による納付金制度の導入

 県有施設内の自動販売機、売店 食堂等の設置に係る県有施設内の自動販売機、売店 食堂等の設置に係る
入札による納付金制度の導入入札による納付金制度の導入

歳入確保の観点から、自動販売機、売店、食堂等の設置に係る入札入札による納付金方式をによる納付金方式を導入導入歳入確保の観点から、自動販売機、売店、食堂等の設置に係る入札入札による納付金方式をによる納付金方式を導入導入

【H21年度導入実績】
・本庁舎の自動販売機については7月から導入（７月納付金実績約１３０万円）
・本庁舎の売店については、１１月６日まで公募し、平成２２年２月から導入予定

【H21年度導入実績】
・本庁舎の自動販売機については7月から導入（７月納付金実績約１３０万円）
・本庁舎の売店については、１１月６日まで公募し、平成２２年２月から導入予定

 今年度における県今年度における県有施設へのネーミングライツの有施設へのネーミングライツの導入導入 今年度における県今年度における県有施設へのネーミングライツの有施設へのネーミングライツの導入導入

・出先機関の自動販売機、売店等については、来年度中に導入予定・出先機関の自動販売機、売店等については、来年度中に導入予定

・H21年11月10日まで公募し、H22年3月
から新愛称使用開始予定

・H21年11月10日まで公募し、H22年3月
から新愛称使用開始予定

［岡山県総合グラウンド陸上競技場］

施設名 契約希望額 契約希望期間

岡山県総合グラウンド陸上競技場
（現愛称：桃太郎スタジアム）

１，０００万円以上 ３年～５年

［岡山県総合グラウンド体育館］

岡山県総合グラウンド体育館
（現愛称：桃太郎アリーナ）

５００万円以上 ３年～５年

倉敷スポーツ公園野球場
（現愛称：マスカットスタジアム）

１，０００万円以上 ３年～５年

－ ２９ － 岡山県岡山県

［倉敷スポーツ公園野球場］※来年度以降、順次、対象を拡大



◆◆ ⅦⅦ これからの取組内容これからの取組内容
２２ 今後の主要な事業予定今後の主要な事業予定

岡山県マスコット「ももっち」岡山県 ス ット ももっち」

個別に事業管理を行うことで、県財政への影響を管理・抑制個別に事業管理を行うことで、県財政への影響を管理・抑制

■ 県負担額１０億円以上の大規模な施設建設事業に■ 県負担額１０億円以上の大規模な施設建設事業に

主要案件 総事業費 県負担額 事業期間大規模施設建設事業評価システム

■ 県負担額１０億円以上の大規模な施設建設事業に
ついては、「大規模施設建設事業評価システム」に
よる事業評価

■ 県負担額１０億円以上の大規模な施設建設事業に
ついては、「大規模施設建設事業評価システム」に
よる事業評価 （参考）現在予定されている主な事業（参考）現在予定されている主な事業

主要案件 総事業費 県負担額 事業期間

消防防災ヘリコプター
整備事業

約１７億円
［約１２億円］

約１３億円
H20～21

大規模施設建設事業評価システム

事業評価調書作成

基本構想、
基本計画策定

必要に応じ民間
専門家等の意見
必要に応じ民間
専門家等の意見

岡南飛行場を活用して事業費を圧縮
約２２億円 約１７億円

整備事業 約１３億円

第25回国民文化祭・
おかやま2010

約１０億円 約８億円 H22

事業評価調書作成
（事業評価委員会意見）

事業評価委員会付議

議会、県民意見
先催県の半分程度の事業費 で開催

おかやま2010

倉敷警察署庁舎建替整
備事業

約４３億円
［約２４億円］

約３７億円
H21～24

大規模事業調整会議

事業方針の決定

総合評価書作成

評価システムによる事業評価を実施

備事業 約３７億円

［　　］は起債額

総合評価書作成

議会及び事業評価委員会へ報告

事業の実施、見直し、中止

※調書、評価書等は公開する

５０億円を超える規模の事業は５０億円を超える規模の事業は事業の実施、見直し、中止

岡山県岡山県－ ３０ －

当面予定されていない当面予定されていない



◆◆ ⅧⅧ 今後の今後の財政財政見通し見通し
１１ 今後の収支見通し（平成今後の収支見通し（平成2121年年88月時点）月時点）

岡山県マスコット「ももっち」

■ H２１年度の収支は 景気減速により 当初予算時（△８６億円）から約２７億円収支が悪化する見込み（△１１３億円）

岡山県 ス ット ももっち」

税収減、社会保障関係費の増等により収支は悪化税収減、社会保障関係費の増等により収支は悪化

■ H２１年度の収支は、景気減速により、当初予算時（△８６億円）から約２７億円収支が悪化する見込み（△１１３億円）
■ 約２７億円の収支悪化は、現時点では特定目的基金からの借入で補てんする予定

 税収見込みの影響税収見込みの影響 税収見込みの影響税収見込みの影響 ▲８３億円▲８３億円

平成２１年度の収支見通し（今回変更額）

 ６月・９月補正予算の影響６月・９月補正予算の影響 ６月・９月補正予算の影響６月・９月補正予算の影響

 普通交付税の増等普通交付税の増等 普通交付税の増等普通交付税の増等

 減収補てん債の発行減収補てん債の発行 減収補てん債の発行減収補てん債の発行

 税収見込みの影響税収見込みの影響 税収見込みの影響税収見込みの影響

▲３億円▲３億円

＋５４億円＋５４億円

＋５億円＋５億円

▲８３億円▲８３億円

（億 ）
収支の推移収支の推移収支の推移収支の推移

 普通交付税の増等普通交付税の増等 普通交付税の増等普通交付税の増等 ＋５億円＋５億円

差差 引引 △２７億円△２７億円

40▲ 10 ▲ 13

37

▲30

0
1010

40
70

0

50

100 今回収支見通し（H21.8)

前回収支見通し（H21.2)

（億円）
支 推移支 推移支 推移支 推移

28

▲ 40
▲ 10 ▲ 10 ▲ 20

10
▲ 12

▲113

▲ 12
▲ 86

▲ 30

△ 100

△ 50

0

税収減、社会保障関係費の増等により税収減、社会保障関係費の増等により
収支収支は前回の試算時から若干の悪化は前回の試算時から若干の悪化

岡山県岡山県－ ３１ －

（年度）
▲ 113

△ 150

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30



岡山県マスコット「ももっち」

◆◆ ⅧⅧ 今後の財政見通し今後の財政見通し
２ 公債費関係数値の今後見通し

（借金体質からの脱却）

岡山県 ス ット ももっち」

ストックベースの着実な改善（公債費関係の数値は低減）ストックベースの着実な改善（公債費関係の数値は低減）

公債費の推移 （H２１ ８ ２１時点での見込み）公債費の推移 （H２１ ８ ２１時点での見込み） 県債残高の推移 （H２１ ８ ２１時点での見込み）県債残高の推移 （H２１ ８ ２１時点での見込み）
（億円）

13,068 13,208 13,348 13,493 13,647 13,802 13,93114,107

12,93212,746
12,444

12000

13,000

14,000

15,000
（億円）

公債費の推移 （H２１．８．２１時点での見込み）公債費の推移 （H２１．８．２１時点での見込み） 県債残高の推移 （H２１．８．２１時点での見込み）県債残高の推移 （H２１．８．２１時点での見込み）

106 129 153 170 191 215 229 255 280
306417

397

1,047 1,042 1,052 1,051 1,054 1,056 1,055 1,057
1,090

1,049

900

1,000

1,100

1,200

10,508 10,387 10,173 9924 9687

1,936 2,359 2,759 3,144 3,521 3,885 4,235 4,579 4,906 5,215 5,506

8000

9,000

10,000

11,000

12,000306417
397 391 386 382 374 358 344 363

316

523 526 544
599

643
587589573556

622

500

600

700

800

900

交付税等措置分（臨時財政対策債）

交付税等措置分（臨財債除き）

通常分（交付税等措置分以外）
措置分計

プライマリーバランス
は常に黒字

, 9,924 9,687 9,463 9,258 9,068 8,896 8,716 8,601

6,000

7,000

8,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

臨時財政対策債
通常分（臨財債除き）

（年度） （年度）

実質公債費比率の推移 （H２１．８．２１時点での見込み）実質公債費比率の推移 （H２１．８．２１時点での見込み）

516 508 495 481 467 468 458 447 427
524

200

300

400

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

18.8
17.8

16.1

14.8
150

20.0

25.0（％）

指標は低下傾向

(15.1) (15.3) (15.5) (15.1) (14.6)
(14.0)

(13.4) (13.0) (12.6)

5.0

10.0

15.0

実質公債費比率

実質公債費比率（見込み）

県債発行に国の許可が必要となる基準（１８％）や
早期健全化基準（２５％）を大きく下回る水準を維持

0.0
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

岡山県岡山県－ ３２ －

（年度）



岡山県マスコット「ももっち」

◆◆ ⅨⅨ 岡山県の起債運営岡山県の起債運営
１ 県債の取組

安定的な資金調達の実現に向け、調達手段の多様化等の取組を積極的に推進安定的な資金調達の実現に向け、調達手段の多様化等の取組を積極的に推進

岡山県 ス ット ももっち」

（１）資金調達の多様化等

・調達年限の多様化
・調達時期の多様化
・調達年限の多様化
・調達時期の多様化

 資金調達先の多様化資金調達先の多様化 資金調達先の多様化資金調達先の多様化

・提案枠募集による調達
・市場公募債の導入
・共同発行債への参加共同発行債への参加

・提案枠募集による調達
・市場公募債の導入
・共同発行債への参加共同発行債への参加

調達時期の多様化調達時期の多様化

 金利変動リスクの分散金利変動リスクの分散 金利変動リスクの分散金利変動リスクの分散
 低利な調達の実現低利な調達の実現 低利な調達の実現低利な調達の実現

（２）市場公募債の導入

■ 地方債を取り巻く環境の変化（公的資金の減少、地方債協議制への移行 等）■ 地方債を取り巻く環境の変化（公的資金の減少、地方債協議制への移行 等）

■ 資金調達手段の多様化により将来にわたる安定的な資金調達■ 資金調達手段の多様化により将来にわたる安定的な資金調達

■ 平成１９年度から「市場公募地方債」の発行
■ 平成２０年度から市場公募地方債の複数回発行

岡山県岡山県－ ３３ －

■ 平成２０年度から市場公募地方債の複数回発行
■ 平成２１年度から共同発行市場公募地方債へ参加



◆◆ ⅨⅨ 岡山県の起債運営岡山県の起債運営
２ 岡山県債の安全性

岡山県マスコット「ももっち」

減債基金への着実な積立て減債基金への着実な積立て

岡山県 ス ット ももっち」

■ 市場公募債（満期 括償還方式）の導入に伴い 確実な元金償還に備えるため■ 市場公募債（満期 括償還方式）の導入に伴い 確実な元金償還に備えるため■ 市場公募債（満期一括償還方式）の導入に伴い、確実な元金償還に備えるため、
一定のルール（発行額の１／３０）に基づき減債基金へ確実な積立てを実施

■ 市場公募債（満期一括償還方式）の導入に伴い、確実な元金償還に備えるため、
一定のルール（発行額の１／３０）に基づき減債基金へ確実な積立てを実施

■ １９・２０年度発行分（４００億円）について、H21.5.27に約約１１３．３億円３．３億円をを積立て済み積立て済み
■ ２０年度積立て（１９年度発行分・１００億円）と合わせて、減債基金積立額は約１６．６億円減債基金積立額は約１６．６億円

地方財政全体での制度的な安全性の担保地方財政全体での制度的な安全性の担保

■ 地方財政制度■ 地方財政制度 償還財源の保障償還財源の保障

岡山県債の安全性岡山県債の安全性岡山県債の安全性岡山県債の安全性
■ 地方公共団体財政■ 地方公共団体財政

■ 地方債協議制度■ 地方債協議制度

■ 地方財政制度■ 地方財政制度 償還財源の保障償還財源の保障

地方財政の健全性の確保等地方財政の健全性の確保等

国の監督及び財政支援国の監督及び財政支援■ 地方公共団体財政
健全化法

■ 地方公共団体財政
健全化法

■ 課税権による税収■ 課税権による税収

国の監督及び財政支援、
財政の早期健全化
国の監督及び財政支援、
財政の早期健全化

岡山県岡山県－ ３４ －



◆◆ ⅨⅨ 岡山県の起債運営岡山県の起債運営
３ 引受体制

岡山県マスコット「ももっち」

複数回発行、シ団方式により投資家の購入機会を拡大複数回発行、シ団方式により投資家の購入機会を拡大

岡山県 ス ット ももっち」

平成 年度個別債発行計画平成２１年度個別債発行計画

投資家の購入機会の拡大

第１回 第２回

発 行 日 平成２１年１１月２７日（金） 平成２２年３月下旬予定

条件決定日 平成２１年１１月１１日（水） 平成２２年３月上旬予定

市場での流通量を増加

成 年度 ジ 構成

条件決定日 平成２１年１１月１１日（水） 平成２２年３月上旬予定

発 行 額 １００億円 １００億円

年 限 １０年（満期一括） １０年（満期一括）

岡山県債の市場への岡山県債の市場への
更なる浸透更なる浸透

平成２１年度岡山県シンジケート団構成
（単位：％）

構成メンバー シェア 構成メンバー シェア

中国銀行 18 野村證券 8

みずほコーポレート銀行 16 大和証券エスエムビーシー 8

三井住友銀行 2 みずほ証券 8三井住友銀行 2 みずほ証券 8

みずほ銀行 2 日興コーディアル証券 8

トマト銀行 1 三菱ＵＦＪ証券 6

三菱東京ＵＦＪ銀行 1 ゴールドマン・サックス証券 5

新生銀行 1 モルガン・スタンレー証券 5

あおぞら銀行 1 みずほインベスターズ証券 2

　　銀行　計（８社） 42 岡三証券 2

東海東京証券 2

しんきん証券 1

クレディ・スイス証券 1

ＳＭＢＣフレンド証券 1

メリルリンチ日本証券 1

岡山県岡山県－ ３５ －

メリルリンチ日本証券 1

　　証券　計（１４社） 58



岡山県マスコット「ももっち」

◆◆ ⅨⅨ 岡山県の起債運営岡山県の起債運営
４ 格付け取得

岡山県 ス ット ももっち」

格付け「ＡＡ」を維持、高い信用力を有した岡山県債格付け「ＡＡ」を維持、高い信用力を有した岡山県債

■ 平成２１年１０月１６日 岡山県の格付けの更新 （H19 10 17取得）■ 平成２１年１０月１６日 岡山県の格付けの更新 （H19 10 17取得）

格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）
【評価内容】

・広域交通網の結節点として拠点性が高く、物流・製造業を中心
に産業集積が進んでおり 企業立地の動向や人口動態から見

【評価内容】
・広域交通網の結節点として拠点性が高く、物流・製造業を中心

に産業集積が進んでおり 企業立地の動向や人口動態から見

■ 平成２１年１０月１６日、岡山県の格付けの更新 （H19.10.17取得）■ 平成２１年１０月１６日、岡山県の格付けの更新 （H19.10.17取得）

ＡＡＡＡＡＡＡＡ

に産業集積が進んでおり、企業立地の動向や人口動態から見
て経済基盤が大きく損なわれる可能性は低い。世界的な景気
低迷によって当初想定していたテンポより緩やかになってきて
いるが、中長期的には税収基盤が厚みを増す方向にある。

・石井正弘知事は１９９６年の就任後直ちに行財政改革を断行し、
スト ク面では 定の成果をあげてきたが 財政構造改革を

に産業集積が進んでおり、企業立地の動向や人口動態から見
て経済基盤が大きく損なわれる可能性は低い。世界的な景気
低迷によって当初想定していたテンポより緩やかになってきて
いるが、中長期的には税収基盤が厚みを増す方向にある。

・石井正弘知事は１９９６年の就任後直ちに行財政改革を断行し、
スト ク面では 定の成果をあげてきたが 財政構造改革をＡＡＡＡ
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ストック面では一定の成果をあげてきたが、財政構造改革を一
段と進め、財政規律を維持するため、２００８年６月に財政危機
宣言を発した。２００８年１２月に策定した「岡山県行財政構造
改革大綱２００８」では、持続可能な財政構造の確立のため一
般財源ベースで総額３９６億円を確保し、２０１２年度には巨額
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★ 第三者機関による客観的評価により、財政状況に関する情報をより的確に提供
★ 健全な財政規律の維持
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■ 格付け取得団体（格付投資情報センター）（H21.10.23時点）

・愛知県 AA+（安定的） ・埼玉県 AA+（安定的） ・静岡県 AA+（安定的） ・栃木県 AA+（安定的）

岡山県岡山県－ ３６ －

・岡山県岡山県 AAAA （安定的（安定的）） ・徳島県 AA （安定的） ・奈良県 AA （安定的） ・神戸市 AA （安定的）
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○ 岡山県総務部財政課（担当：土井、山脇）

 住所 〒700-8570 岡山県岡山市内山下二丁目４番６号
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○ 岡山県総務部財政課ホームページ
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考えられる範囲で示したものであり、確実な実現を約束するものではありません。

◆ 今回の資料は、岡山県債の購入をご検討いただいている投資家の方々に、本県の財政状況
等について説明することを目的としており、特定の債券の売出し、又は募集を意図するも
のではありません
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